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浪江町山林火災の状況

•共同ニュース4月30日
https://www.youtube.com/watch?v=9Qnm1mFFqf0
•日テレ4月30日
http://www.news24.jp/articles/2017/04/30/07360283.html
•日テレ5月1日•日テレ5月1日
http://www.news24.jp/articles/2017/05/01/07360380.html
•陸上自衛隊第６師団HPより
movie01.mp4
• https://www.youtube.com/watch?v=HS_AhiR0H88



過去最大規模の山林火災
• 2017年４月２９日（土）福島県浪江町井手の十万山において山
林火災が発生。

• 地元消防により消火活動を実施し鎮圧するも再燃が確認。
• ３０日（日）１２時００分、福島県知事から陸上自衛隊第６師
団⻑（神町）に対して、山林火災の空中消火活動に係る災害派
遣要請。

• １１日間に及ぶ活動の規模は、航空機延べ１０１機（散水回数
１１７０回）、人員延べ約２６５０名。

活動規模
空中消火

地上消火
航空機 散水量 散水回数

４月３０日（日） ５機 約１１６．０t ３４回

５月１日（月） ８機 約３１１．０t ９１回

５月２日（火） ８機 約５１４．５t １４７回 約２２０名

５月３日（水） １３機 約６３４．５t １８０回 約４４０名

５月４日（木） １４機 約１，３００．０t ３０５回 約４２０名

５月５日（金） １４機 約１，１３４．０t ２３４回 約４２５名

５月６日（土） １３機 約４９８．５t １４２回 約４２５名

５月７日（日） １１機 約５２．０t ２３回 約２５５名

５月８日（月） ８機 約１．０t ２回 約２３５名

５月９日（火） ５機 約６．０t １２回 約２３０名

５月１０日（水） ２機 ０t ０回 ０

• 過去１０年の山林火災に伴う災害派遣実績の１件当たりの平
均活動規模と比較すると、日数で４．５倍、航空機数で８． ５月１０日（水） ２機 ０t ０回 ０

合計 延べ１０１機 約４５６７．５t １１７０回 約２，６５０名

均活動規模と比較すると、日数で４．５倍、航空機数で８．
２倍、散水量で約１７倍であり、過去最大規模の派遣活動。

陸上自衛隊HPより http://www.mod.go.jp/gsdf/news/dro/2017/20170511.html

陸上自衛隊HPの記述より 表は防衛省・自衛隊HPより



放射能拡散を心配することはデマなのか？異様な報道状況
•大手メディアの報道はきわめてわずか。
•5月2日紀伊民放コラム記事・・ 『放射能汚染の激しい
地域で山火事が起きると、高濃度の放射性物質が飛散
し、被ばくの懸念がある。（中略）政府も全国紙も、
この現実にあまりにも鈍感過ぎるのではないか』
•5月3日福島民友記事『浪江の山火事デマ拡散 専門家
ら「まどわされないで」』
•5月8日読売新聞記者が内堀雅雄・福島県知事の定例会
見で「紀伊民報に掲載されたコラムは、一部の方々に
とっては不愉快な内容だ。（紀伊民報は）新聞協会に
加盟している報道機関なので、何か対応する考えはあ
るのか？」「紀伊民報には対応していく必要があると
考えられないか？」と質問。
•5月8日産経新聞電子版「福島・浪江の火事でネットに
デマ情報『放射性物質拡散』雁屋哲さんや地方紙も言
及」。
•5月９日紀伊民放謝罪記事『多くの方に心配をかけ、迷
惑を与えた』、『内部被曝のリスクなどを考えると、
いまも心配でならない』と記述。
•福島県はこれだけの大規模山林火災にもかかわらず公
式見解発表なし（5月31日現在）。

ふくいちモニタリングプロジェクト 小澤洋⼀氏プレゼン資料より



謝罪に追い込まれた紀伊民放記事



「線量に変化なし」は安全の根拠となりうるのか？

【朝日新聞5月9日】
福島県浪江町の山林で４月２９日、山火事が起き、１１日目の９日までに約５０ヘクタールが焼け
た。現場は東京電力福島第⼀原発事故に伴う帰還困難区域内で、県は放射線モニタリングポストを
増設して放射線量を監視しているが、目立った数値の変動はないという。

【福島⺠報5月9日】
空間線量、大きな変動なし 浪江の山林火災、県が測定値公開
浪江町の十万山での火災発生以降、県は現場周辺の放射線量の監視を強化しているが、８日現在、
火災前に比べ「大きな変動はない」とみている。県は放射線量の測定結果をウェブサイトで公開し
ている。ている。

【日テレNews24 5月7日】
浪江・山林火災 発生から８日目に「鎮圧」
福島・浪江町の帰還困難区域にある十万山で先月２９日発生の山林火災について、現地対策本部は
「これ以上、燃え広がる可能性は低く、鎮圧状態になった」と発表。７日も残り火などの確認のた
め自衛隊や消防が消火活動にあたった。周辺の放射線量に変動なし。

【河北新報5月3日】
＜浪江林野火災＞⻄側に数ヘクタール拡大
東京電力福島第１原発事故の帰還困難区域にある福島県浪江町井手の国有林で発生した火災は２日、
２０ヘクタールを超えた延焼範囲が⻄側にさらに数ヘクタール拡大した。県などによると、けが人
や建物被害はなく周辺の空間放射線量に大きな変化はない。



森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？森林火災での放出はない？20162016201620162016201620162016年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明年伊達市での山火事についての説明

大気浮遊じんの測定などはしていない大気浮遊じんの測定などはしていない
ふくいちモニタリングプロジェクト 小澤洋⼀氏作成のプレゼン資料より



何が問題かー放射能汚染地域での山林火災

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html

●吸入による内部被ばく
上昇気流による灰の巻き上がり、エアロゾル（煙）、燃焼ガ
スに含まれる放射性物質を吸引して内部被ばく。
1μm程度以下の細かい粒子ほど肺の奥に到達して排泄されに
くい。
●放射性物質の再拡散
エアロゾルにより放射性物質が周辺環境に再拡散。再汚染。
汚染地域の拡大。
放射能汚染ごみ焼却でも同様な問題。放射性物質が全く捕
捉・回収されることなく拡散される。

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
国立環境研究所 大気中超微小粒子と心疾患

2015年06月08日毎日新聞
広島原爆：「⿊い⾬」体験者の肺にウラン残存



空間線量（Sv)で空気中粉塵の放射能量（Bq）は測れない

●空間線量(Sv）として影響するもの
・土壌、草むらなどの放射性物質からの
放射線。
・立ち木、屋根、壁、屋根等についた放
射性物質からの放射線。
・宇宙線。
・空気中に漂う自然放射能からの放射線。

●汚染土壌からの放射線量(Sv）＝バック

宇宙線

建物
立ち⽊

空気中の自然放射能

山林火災による粉塵

●汚染土壌からの放射線量(Sv）＝バック
グラウンドは圧倒的に高い。（次ページ参照）

・現場周辺では広い範囲で4万Bq/㎡以上、
100万、200万Bq/㎡超えの場所もある。
・モニタリングポストは地上1mの線量を
測定。地表面からの放射線量がけた違いに
大きい。草むら

土壌



十万山周辺の土壌汚染は4万Bq/㎡以上、100万、200万超えもある。
高い土壌汚染のため空間線量率も高い（高バックグラウンド）。空気中粉塵の放射能量は空間線量で測定することはできない。



一般的な大気中粉塵の放射能分析方法

エアダストサンプラー

フ
ァ
ン

フ
ィ
ル
タ
ー

エアー

流量計

排気

フィルターに吸着した放射能量を
測定する
流した空気量を測定する。

測定結果は

ベクレルベクレル/m/m33

1㎥あたりの空気中の放射能量



リネン吸着法
－市民のアイデアで測定できることを実証

一定の大きさのリネン（麻）布を
１０～14日放置

リネン（麻）布を回収

リネン布に吸着した放射能を測定する
（ゲルマニウム半導体測定器を使用）

測定結果は

ベクレルベクレル/m/m22・・hh

1㎡あたり・1時間あたりの吸着
放射能量で定量的に比較が可能
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ちくりん舎・フクロウの会・ふくいちモニタリングプロジェクト・都路測定所 共同の大気中粉塵調査
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南相馬市o宅 南相馬市H宅 希望の牧場

リネン設置状況・エアダストサンプラ設置状況
調査協力：ふくいちモニタリングプロジェクト小澤洋⼀氏

都路市⺠測定所 深田和秀氏

南相馬市o宅 南相馬市H宅 希望の牧場

浪江・双葉境界 高瀬川渓谷 田村市都路町ハイボリュ
ウムエアダストサンプラ
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